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（様式１） 

大阪市立豊崎東小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

 

１ 学校運営の年度目標 

現状と課題 

令和７年度「運営に関する計画」最終評価から、本校の現状と課題を以下のように

とらえた。 

  全教職員が平素より児童に寄り添う教育実践に努めてきた結果、学校が楽しいと感

じている児童が多く（校内児童アンケートの「学校へ来るのが、楽しい」の項目で

87％以上が肯定的な回答）、いじめや不登校は少なく、安全・安心な教育活動に取り

組むことができている。一方で、自己肯定感の向上は十分とは言えず（「自分には、

よいところがある」の項目で肯定的な回答が 81％以下）、本校の長年の課題である。 

学力面においては、全国学力学習状況調査や大阪市小学校学力経年調査の結果分析

から、国語・算数・英語科においてほとんどの学年で全国・大阪市平均を上回ってい

るものの、社会・理科では大阪市平均を下回っている学年もある。少人数・習熟度別

学習やＴＴで一定の成果が出ているものの、今後も授業改善をはじめとする様々な取

り組みが必要である。基礎学力の定着に課題がある児童も多く、学年間の系統を意識

した基礎学力向上の継続的な取り組みは重要である。 

体力面においては、授業や休み時間に運動意欲を高められるよう様々な活動に取り

組んできた結果、多くの児童に運動意欲の向上（校内児童アンケート「運動やスポー

ツをすることが好きだ」の項目で肯定的な回答が 84％以上）が見られた。一方、全国

体力・運動能力、運動習慣等調査における体力合計点で、全国・大阪市平均より低か

った。今後とも児童の運動能力、運動習慣を高める取り組みを進めていく必要がある。 

ＩＣＴの活用に関しては、全学年で取り組みを進めており、学習者用端末の利用状

況の月間達成率は向上しているものの、大阪市の掲げる目標は達成できていない。学

級間・学年間で取り組み頻度のばらつきがみられ、学校全体でより効果的な活用を図

ることが必要である。 

 

「大阪市教育振興基本計画に掲げる目標（施策目標）を達成するための年度目標  

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

・基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現 

○ 小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を 80％以上にする。 

○ 年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

 

・基本的な方向２ 豊かな心の育成 

○ 小学校学力経年調査における「自分には、よいところがあると思いますか」に

対して、肯定的に回答する児童の割合を 80％以上にする。 
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【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

・基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上 

○ 小学校学力経年調査における「学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的

に回答する児童の割合を 78％以上にする。 

 

・基本的な方向５ 健やかな体の育成 

○ 小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをす

ることは好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 85％以上にする。 

 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

・基本的な方向６ 教育 DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進 

○ 小学校学力経年調査における「授業で学習者用端末をどの程度使用しましたか」

に対して、週３回以上と回答する児童の割合を 62％以上にする。 

 

・基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり 

○ 時間外勤務時間について、月 100 時間以上実施する教員をゼロにする。 

 

・基本的な方向８ 生涯学習の支援 

○ 小学校学力経年調査における「読書は好きですか」に対して、肯定的に回答す

る児童の割合を 75％以上にする。。 

 

・基本的な方向９ 家庭・地域等と連携・協働した教育の推進 

○ 保護者アンケート「学校は、学校だよりや学年だよりを通して、学校や学年の

情報がわかるよう工夫している」「学校は、ホームページやミマモルメを活用し

て、学校の情報や子どもたちの様子等を発信している」に対して、肯定的に回答

する保護者の割合を前年度より増加させる。 
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大阪市立豊崎東小学校  令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

・基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現 

○ 小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」

に対して、肯定的に回答する児童の割合を 90％以上にする。 

（昨年度 77.9％） 

 

○ 年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加さ

せる。 

 

・基本的な方向２ 豊かな心の育成 

○ 小学校学力経年調査における「自分には、よいところがあると思いま

すか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 85％以上にする。 

（昨年度 77.5％） 

 
 
 
 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
達成 

状況 

取組内容①【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

・「いじめ及びいのちについて考える日」をはじめとして、「いじめを絶対に許さな

い」を共通認識のもと、児童が安心できる環境づくりを行う。 

・スクリーニング会議ⅠやⅡなどを活用し、課題の大きな児童についての情報を共

有した上で対応できるような体制を整える。 

 
指標 

・学期に１回以上、教育活動と関連付けて、各学級で「いじめやいのち」につい

て、児童と共に考える場を設ける。（６月・11 月・２月） 

・学期に１回、児童理解研修会を実施する。 

・校内調査において、「学校に来るのが楽しい。」に対して、肯定的に回答する児童の割

合を 90％以上にする。（昨年度 87.1％） 

取組内容②【基本的な方向１ 安全安心な教育環境の実現】 

・不登校児童を新たに増やさないことや、不登校傾向の児童が学校と繋がることで

前向きに生活できる環境づくりを行う。 

・課題の大きい児童や情報の共有をすべき児童について、教職員が共通理解した上

で対応できるような体制を整える。 

・必要に応じて、関係諸機関と連携を行う。 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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指標 

・「いじめアンケート」を実施した後、いじめが「続いている」と答えた児童に対し

て個別面談を学期に１回以上実施する。 

・理由が曖昧な欠席が２日間続いた場合は、必ず家庭連絡を実施する。 

・不登校傾向の児童には、週に１回以上家庭連絡や家庭訪問を行う。 

・不登校児童の改善の割合を、前年度より増加させる。 

取組内容③【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

・エビデンスベースの学校改革に取り組み、様々な教育活動時においてポジティブ

行動支援を行い、児童一人一人の自尊感情を向上させていく。 

・各教科・領域、学級活動や学校行事、異学年交流を通して、自己肯定感を育むた

めの取り組み・実践を充実させていく。 

 
指標 

・たてわり班活動、児童集会、学年での取り組みなど、異学年交流を、月に２回以上実

施する。 

・校内調査において、「自分にはよいところがある。」に対して、肯定的に回答する児童

の割合を 85％以上にする。（昨年度 80.5％） 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

【年度目標】について 

 

 

 

【取組の進捗状況】について 

 

 

最終評価への改善点 

【目標設定】について 
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大阪市立豊崎東小学校  令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

・基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上 

○ 小学校学力経年調査における「学級の友だちとの間で話し合う活動

を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができています

か」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 78％以上にする。 

                      （昨年度 77.18％） 

 

・基本的な方向５ 健やかな体の育成 

○ 小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やス

ポーツをすることは好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の

割合を 85％以上にする。          （昨年度 84.15％） 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗 

状況 

取組内容①【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・国語科において見通しをもって単元構成を行い、読む機会を増やして児童の意欲

を高める。              

 

指標 

・学習内容と関連のある文章を月１回以上読み、多様な文章にふれる。 

（低学年 絵本 中学年 図鑑 高学年 新聞 等） 

・児童アンケート「読んでいて分からなくなったときは、もう一度読み直していま

すか。」の肯定的な回答率を 83％以上にする。（昨年度 82.5％） 

 

取組内容②【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・算数科における授業形態の工夫を通して、基礎基本の学力の定着を図る。 

 指標 

・各学級の実態に応じて、算数科の学習において多様な授業形態を学期に複数回取

り入れる。（Ｒ７ 算数科で３～６年生において習熟度・少人数指導実施済み） 

・朝学習の時間に週１回以上、算数科の課題に取り組む。  

取組内容③【基本的な方向 誰一人取り残さない学力の向上】 

・授業の中で学級の友だちと話し合う活動を取り入れ、自分の考えを伝えたり、友

だちの考えを聞いたりする時間をつくる。             

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



- 7 - 

 

指標 

・教科や活動の中で、ペアやグループ、学級全体など、様々な形態の話し合い活動

を１日１回取り組む。 

・児童アンケート「学級の友だちと話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり

広げたりすることができる。」の肯定的な回答率を 82％以上にする。 

（昨年度 80.4％） 

取組内容  【基本的な方向 健やかな体の育成】 

・児童の体力・運動能力向上に向けて、授業や休み時間に児童が運動意欲を高めら

れる活動を実施する。             

 指標 

・年に３回の体力向上週間を設定する。 

・自分の目標を明確にするために、副読本やがんばりカードを活用する。 

・児童アンケート「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることが好き

だ。」の肯定的な回答率を 85％以上にする。（昨年度 84.7％） 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

【年度目標】について 

 

 

 

【取組の進捗状況】について 

 

 

最終評価への改善点 

【目標設定】について 
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大阪市立豊崎東小学校  令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

・基本的な方向６ 教育 DX(デジタルトランスフォーメーション)の推進 

○ 小学校学力経年調査における「授業で学習者用端末をどの程度使用し

ましたか」に対して、週３回以上と回答する児童の割合を 60％以上に

する。                   （昨年度 61.75％） 

 

・基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり 

○ 時間外勤務時間について、月 100 時間以上実施する教員をゼロにす

る。 

 

・基本的な方向８ 生涯学習の支援 

○ 小学校学力経年調査における「読書は好きですか」に対して、肯定的

に回答する児童の割合を 75％以上にする。   （昨年度 71.5％） 

 

・基本的な方向９ 家庭・地域等と連携・協働した教育の推進 

○ 保護者アンケート「学校は、学校だよりや学年だよりを通して、学校

や学年の情報がわかるよう工夫している」「学校は、ホームページやミ

マモルメを活用して、学校の情報や子どもたちの様子等を発信してい

る」に対して、肯定的に回答する保護者の割合を前年度より増加させ

る。                （昨年度 90.9％、87.4％） 

 
 
 
 

  

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗 

状況 

取組内容①【基本的な方向６ 教育 DX(デジタルトランスフォーメーション)の推進】 

・学習者用端末を活用しやすくするために、教職員へ学習者用端末の活用方法や新

機能を周知していくとともに、児童のタイピング能力の向上を図っていく。 

 
指標 

・ICT 研修を年に３回以上実施する。 

・タイピングに関するイベントに参加する。  

取組内容②【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

・時間外勤務状況調査において月 100時間を超える教職員をなくすため、会議や研修

等を計画的に効率よく行うことができるよう、内容を精選していく。 

 

指標 

・基本的に〔午後６時 30 分セット〕ゆとりの日〔午後６時セット厳守〕を、５

月連休明けより実施する。  

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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取組内容③【基本的な方向８ 生涯学習の支援】 

・児童がより身近に本に親しめるよう、読書活動を推奨する。また、学校図書館司

書と連携したり、大阪市立図書館を活用したりして、多くの本に出会う場を設定

する。  
指標 

・朝の学習の時間等で、読書タイムを週に１回以上実施する。 

・学校図書館でのクラス貸出冊数を、各学級年間 80 冊以上にする。 

取組内容④（基本的な方向 9 家庭・地域等と連携・共同した教育の推進） 

・ホームページの「いいね」機能を家庭・地域の方に周知することで、求められている

記事の内容を把握する。それを参考に掲載する内容を検討する。また、画像編集ソフ

トを活用し、画像の掲載の仕方を工夫する。 

・ミマモルメを活用し、家庭に情報を発信する。 

 

指標 

・各学年、１ヶ月に１回以上ホームページを更新する。 

・保護者アンケート「学校は、ホームページやミマモルメを活用して、学校の情報

や子どもたちの様子等を発信している」において、昨年度（87.4％）を超える。  

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

【年度目標】について 

 

 

 

 

 

【取組の進捗状況】について 

 

 

 

 

 

最終評価への改善点 

【目標設定】について 

 


